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Ⅰ．はじめに

　トビケラ（毛翅目）は主に水中で幼虫時代をすごす水
生生昆虫で，国内では約 430 種以上が記録されている 8）．
特に河川では，カゲロウ・カワゲラなどの昆虫とともに
水中生物相の中核を構成する重要な一群となっており，
トビケラの種多様性が良好な水質環境を示す指標として
用いられることもある 6）．しかし，大阪府内のトビケラ
相の多様性や分布については，十分に調査されていると
は言えず，府内の自然環境を保全するための基礎データ
である大阪府野生生物目録 9）では，わずかに 28 種が記
載されているだけである．今回，筆者らは大阪府内の貝
塚市を流れる近木川でトビケラ類を調査し，これまで知
られていない形態的特長をもったナガレトビケラ属幼虫

（以下、不明個体と記述）を得たので報告する．

Ⅱ．材料および方法

調査地点の概要
　近木川は大阪府・和歌山県境に位置する標高 858m の
和泉葛城山を水源とし、上流部の春日橋で本谷と東手川
が合流，さらに水間寺の下流側で支流の秬谷川と合流し
て貝塚市内を大阪湾まで流れる流域面積 27.33㎢、流路
延長約 15.45km の二級河川である（第 1 図）．下流部で
は水質汚濁が進んでいるものの，上流部は豊かな自然環
境が残されており水質も良好で，和歌山県との府県境近
くでは，府内では貴重な自然林であるブナ林がみられる
10）．
　不明個体が採集された地点は，源流に近い蕎原地区の
本谷支流の宿ノ谷（標高 500m 付近）で，和泉葛城山頂
へ続く林道に隣接する小渓流である．川幅は狭くて河床
勾配が大きく，ステップ ‐ プールが連続する河床形態
となっており，周囲は主にスギ Cryptomeria japonica

やヒノキ Chamaecyparis obtusa の人工林に囲まれてい
る．気温・水温はともに低い．
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調査方法
　調査は 2010 年 12 月 5 日，12 月 15 日，2012 年 1 月 15
日に行った．調査地点の瀬において石礫を転がして河床
を撹乱したり，たまりの落葉や砂を採取，あるいは岩盤
上を市販の台所用ブラシでこすり落とすなどして，サー
バーネット（目合 0.475㎜、口径 25 × 25㎝、側長 60㎝）
にたまった内容物をプラスチック製白色バットに移して
現地でトビケラ類を採取した．
　同地点で採取されたトビケラ類は，不明個体以外に，
ミヤマシマトビケラ属 Diplectrona spp.，
シロズシマトビケラ Hydropsyche albicephala，
シロフツヤトビケラ Parapsyche maculata，
アミメシマトビケラの一種，Arctopsyche sp. AD，
ヨシイナガレトビケラ Rhyacophila yosiiana，
カワムラナガレトビケラ Rhyacophila kawamurae，
クレメンスナガレトビケラ Rhyacophila clemens，
ツメナガナガレトビケラ Apsilochorema sutshanu，
クダトビケラの一種 Psychomyia sp.，
クダトビケラの一種 Tinodes sp.，
キブネクダトビケラの仲間 Melanotrichia sp.，
タニガワトビケラの一種 Dolophilodes spp.，
ヒメタニガワトビケラの仲間 Wormaldia sp.，
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第 1 図　 調査地点
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オオハラツツトビケラの一種 Eobranchycentrus sp.，
ウエノマルツツトビケラ Micrasema uenoi，
クロツツトビケラ Uenoa tokunagai，
フタスジキソトビケラ Psilotreta kisoensis，
ヨツメトビケラ Perissoneura paradoxa，
クマノカクツツトビケラ Lepidosotma kumanoense，
オオカクツツトビケラ Lepidosotma crassicorne などで
あった．
　なお , 不明個体との形態比較に用いた Rhacophila. sp 
RM は奈良県吉野郡川上村の明神谷で 2005 年 12 月 15 日
に採集した個体である．

Ⅲ．結果

不明個体の形態的特長
　不明個体（第 2 図）は 2010 年 12 月 5 日の初回調査
で 1 個体が採集されたのみで，体長 13.1mm、腹部最大
幅 1.3mm， 頭 長 1.17mm， 頭 幅 0.61mm で あ っ た． 中
胸・後胸は膜質で，腹節第 9 節背面にキチン板があり，
尾肢はキチン化している．頭部は細く，頭部と前胸，胸
脚が赤褐色で（第 3 図），カワムラナガレトビケラ R．
kawamurae によく似ているが，前肢が非常に長く，腿
節が太く発達している点で異なる（第 4 図）．腹部に気
管鰓はみられず，尾肢はやや細長くて，鉤爪に大きな 1
歯と小さな 1 歯があるが副爪はない（第 5 図）．
　これらの特徴をもとに，谷田ほか 8）にしたがって種の
検索を行うと，ナガレトビケラ科ナガレトビケラ属の種
群不明 Rhyacophila sp. RM に該当するが，以下のよう
な相違点が認められる．頭部については，不明個体の頭
長・頭幅比（頭長 / 頭幅）は 1.9 であるのに対し，RM
では 1.6 であり，不明個体の頭部は RM よりも細長い．
また，前胸を背面からみると，不明個体では左右の両側
が前から後ろにかけてまっすぐであるのに対し，RM で
は中央部が大きく膨らんでいる．不明個体と RM に共通
する特徴である長い前肢については，不明個体の腿節内
側の刺状突起が 2 つであるのに対し，RM では 1 つであ
る．尾肢の爪については，不明個体はまっすぐに伸び先
端付近でカーブし，その内側には大小 2 つの刺状の突起
があるのに対し，RM ではその爪は全体的に緩やかにカー
ブし，内側の突起はない．

Ⅳ．考察

　不明個体が採集された近木川上流部では，これまで青
柳・岩崎 1,2）によるトビケラ成虫の詳細な調査が行われて，
20 科 34 属 64 種が報告されている．平松（未発表）はさ

らに成虫で確認されていない幼虫 12 種を確認している
ため，76 種以上のトビケラが生息すると考えられる．
　このうち，ナガレトビケラ属 Rhyacophila はムナ
グロナガレトビケラ R. nigrocephala，カワムラナガ
レトビケラ R. kawamurae，シコツナガレトビケラ R. 

 第 2 図　貝塚市近木川で採集されたナガレトビケラ属不明個体
（幼虫）

 第 3 図　不明個体の頭部および前胸部

第 4 図　不明個体の前肢
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shikotsuensis，クレメンスナガレトビケラ R. clemens，
ヨシイナガレトビケラ R. yosiiana，トランスクィラナ
ガレトビケラ R. transquilla，ヒロアタマナガレトビケ
ラ R. brevicephala，レゼイナガレトビケラ R. lezeyi，
ミジカオナガレトビケラ R. diffidens，種群不明の R. sp 
X-1 の 10 種である．
　しかしながら，今回得られた不明個体の形態は，近
木川で生息が確認されているナガレトビケラ属のいず
れの種の幼虫にも該当せず，さらに，これまでに記載
されている日本産ナガレトビケラ属幼虫のいずれとも
異なる特徴をもっていた．ただ，ミジカオナガレトビ
ケラ R. diffidens については幼虫の形態が不明であるた
め，今回採集された不明個体がミジカナガレトビケラ R. 

diffidens の幼虫である可能性はある．しかし，ミジカオ
ナガレトビケラ R. diffidens は Ulmeri 種群に分類され
ており 5），この種群の幼虫の形態的特徴と不明個体はか
なり異なるため，その可能性は低いと推測される．
　不明個体は Rhyacophila sp. RM に近縁な個体である
と考えられるが（谷田，私信），RM とは前肢の腿節の突
起の数や形状，さらに頭部および胸部の形状，尾肢鉤爪
の数と形状が異なった．このように RM とは形態的特長
でかなりの差異が認められ，不明個体は別種である可能
性が高い．頭部の形状などからみると，ムナグロナガレ
トビケラ種群に含まれる可能性があるが，不明個体の種
記載や近縁種との類縁関係の推定を行うためには，成虫
を採集するなど今後の詳細な調査が必要である．
　また，今回の調査では微細生息場所が特定できるよう
な採集を行っていなかったため，不明個体の生息環境の
詳細は明らかにできなかった．近縁種と推定される RM
は「水がしたたるような岸壁のすき間を探すとよく見つ
かる」とされている 5）．不明個体が採集された地点は，

源流域で類似の環境は豊富にある．今後，集中的に岩盤
付近を調査することで本種の微細生息場所を明らかにで
きるかもしれない．
　近木川の上流部は和泉葛城山系にあたり，大阪府内で
は少ない天然のブナ林を有するなど豊かな自然環境が残
された地域である．生きている化石として知られるムカ
シトンボ Epiophlebia superstes や比較的分布の限られ
たヒメサナエ Sinogomphus flavolimbatus が多産し 4),7)，
また現在府内で唯一カタツムリトビケラ Helicopsyche 

yamadai の生息が確認されている地域である 2）．さ
らに絶滅危惧種の両生類コガタブチサンショウウオ
Hynobius yasui が多いことも知られており 3），大阪府内
では特に生物多様性が高い重要地域といえる．今回，こ
れまで知られていない形態をもつナガレトビケラ属幼虫
が採取されたことは，この地域のトビケラ相の多様性の
高さを示すものであり，さらに調査を進めるとともに，
府内の生物多様性保全のためにこの地域の環境保護を積
極的にすすめていくことが必要である．
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第 5 図　不明個体の尾肢
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